
★10 月の園庭開放★ 9:30～12:30(12:15 にはお片付けを始めます) 

３日(火) ４日(水) 10 日(火) 11 日(水) 17 日(火) 18 日(水) 

24 日(火) 25 日(水) 31 日(火)です。 
＊雨天の場合は、新園舎玄関ホールを開放しています。 

＊31 日(水)には、希望者の方に身体測定と手形スタンプ行います。 

  

６日(木) 10:00～11:00 この時間の間、好きな時にいらしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ももの会＞ 保育所体験 ～２歳児クラスと一緒に～ 

【日時】 10 月 12 日(木)10:00～11:00 

【内容】 室内遊び『運動遊具を使って』 

     運動遊具を使って、体を動かして遊びましょう。 

【定員】 ５組 

＜いちごの会＞ 保育所体験  

～１歳児クラスと一緒に～ 

【日時】 10 月 19 日(木)10:00～11:00 

【内容】 散歩『保育園周辺』 

     園周辺をのんびり散歩しましょう。 

【定員】 ５組 

＜さくらんぼの会＞ 保育所体験 

～0 歳児クラスと一緒に～ 

【日時】 10 月 26 日(木) 

10:00～11:00 

【内容】 室内遊び『運動遊具を使って』 

     運動遊具を使って、体を 

動かして遊びましょう。 

【定員】 ５組 

内容をご確認の上、参加可能な 

ものにお申し込みください。 

月１回の参加になります。 

おおまるひろば 10 月号 
大丸ゆうし保育園 子育てひろば 

稲城市大丸８２－４ 

TEL 042‐377‐6249  ＦＡＸ 042‐378‐4505 

ＵＲＬ https://www.higashihoikukai.or.jp/  令和５年９月 26 日（火）発行 

園庭開放は、 

予約はいりません。 

どなたでもどうぞ。 

 

★10 月のつどい★ 

★つどいのご予約について★ ◎申し込み方法 

＊電話又は、園庭開放にお越しの際にお申し込みください。ご予約は定員になり 

次第締め切らせていただきます。キャンセルの場合はお電話にてご連絡 

ください。尚、一人で複数の方のご予約はご遠慮ください。 

＊兄弟姉妹でのご参加希望の場合は、上のお子さんの年齢に合わせたつどいに 

ご参加ください。 

◎予約受付時間 

＊月曜から金曜日までの 10:00～16:00 

＊毎月 1 日からつどい前日の 16:00 までが 

受付になります。（1 日が土日祝日の場合は、

翌日又は月曜日よりになります。） 

★10 月のおしゃべりの会

毎日忙しく子育てしている方、これから出産予定の方、どなたでも参加可能です。ちょっと座っておしゃべり 

しませんか？  保育園の職員も一緒におしゃべりに参加します。 

５日(木) 10:00～11:00 この時間の間、好きな時にいらしてください。 

 ＊予約は不要です。    ＊水分補給をお持ちください。 

 ＊園庭側の門からお入りください。    ＊新園舎玄関ホールを開放します。 

https://www.higashihoikukai.or.jp/


～子どもの「食」の悩み ～ 

～読書の秋 

寝る前の効果的な読み聞かせ～ 

 

 

 

○寝かしつけ前の読み聞かせ、どんな効果があるの？ 

人は寝る前に見たり聞いたりした事を、睡眠中に記憶に定着させやすいことが分かっています。そのため、子ども

を寝かしつける前に読み聞かせることで、語彙力や表現力が身に付きやすくなると言われています。しかし、寝る前

に読んだ本で逆に目が冴え、眠れなくなってしまった・・なんていう経験はありませんか？寝かしつけ前に読む本選

びはとても重要なのです。 

 

○寝かしつけに向いている本                 ○寝かしつけに向いていない本 

・ハッピーエンドで終わるもの                ・面白くて興奮してしまうもの 

・静かなトーンで進むもの                  ・身近な人の死などを取り扱うもの 

・「おやすみ」の言葉で終わるもの               ・長いもの、「つづく」などの話 

・短い物 

 

  （子どもの寝かしつけに「読み聞かせ」の効果を出すために守るべきポイントとは？｜ベネッセ教育情報サイト (benesse.jp)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
☆育児相談を行っています☆ 

 子育てについて、食事の事、健康の事、睡眠の事やお友達の事等、なんでもお気軽にご相談ください。 

園庭開放やつどいでもお話を伺いますが、電話によるご相談、また来園してのご相談もお受けしております。 

       月曜日から金曜日 10:00～16:00  TEL：042－377―6249 

 

 

栄養士より 

看護師より 

幼児期は、自我の芽生えもあり、食の悩みが多く表れる時期です。「偏食」「むら食い」「遊び食べ」「食べるのに時間が

かかる」等は、ほとんどの子どもに起こる事。子どもの心身の発達を理解した上で、あまり無理をせず、ゆったりとした

気持ちで向き合う事が大切です。子どもの食行動から支援のコツをご紹介します。 

 
★よくある悩み★ 

１．好き嫌いが多い…子どもは本能で味を選り好みしています。 

２．同じ物しか食べない…人には、自分の知らない新しい物に対して、恐れや不安を感じる心理的傾向があります。 

３．口から出してしまう…葉物の様な薄い物、弾力がある食材は上手く噛む事ができず口から出してしまう事があります。 

★食事支援のコツ★ 

＜触れる機会を増やす＞ 

 子どもは赤ちゃんの時に、様々な物を口に入れて舐めて感覚を得たように、食品や料理に対しても、見て、触って、口

に入れて、味、風味、食感等を確かめています。子どもが口から出したり、嫌がった時点で「食べない！」と決めつけて

遠ざけるのは禁物です。たとえ食べなくても、目にする回数が多ければ多いほど好感度はアップします。（単純接触効果）

触れる機会を増やして抵抗感を減らし、嗜好性を高めましょう。 

＜食事のリズムをつくる＞ 

 食事は、毎食おおよそ決まった時間に食べられるように準備し、「体を動かして遊ぶ→トイレ→手洗い→食卓に座る→

エプロンをつける」といった流れを大切して、食事は 20～30 分ぐらいで終えられると良いでしょう。 

＜調理の工夫で無理なく食べる＞             ＜ちょっとして工夫で食べる意欲を高める＞ 

 

 
油でコーティング 

魚は煮るより焼く 

揚げる 

盛り付け量を 

減らしてみる 

食べる環境を 

変えてみる 

食べ慣れた甘い食材等と 

組み合わせる 
擬人化する 

https://benesse.jp/kosodate/202010/20201027-3.html

